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AIを収益化する
自律型ビジネスによって
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将来へのインサイト（目指すべき 3つの将来像）

目次
本 eBookでは、『Ga��ner Business Qua��erly ― 2Q26: Monetizing AI With Autonomous Business』から 2本の記事全文を翻訳し掲載しています。
全 8本の記事について、Ga��nerとご契約のお客様は完全版でお読みいただけます。

Ga��ner Business Qua��erly 2026年 Vol.1  |  2

全8本の記事は、完全版『Ga��ner Business Qua��erly ― 2Q26: Monetizing AI With Autonomous Business』でお読みいただけます。
既に Ga��nerとご契約のお客様は、こちらから完全版をご覧いただけます。ご契約内容によっては、一部の資料をご覧いただけない場合があります。

お問い合わせはこちら

ページ 3

ページ 4

https://www.gartner.com/document-reader/document/code/845632
https://www.gartner.co.jp/ja/become-a-client?utm_source=in-assets&utm_medium=ebook&utm_campaign=RM_JP_2026_ITLDR_NPP_IA1_26GBQBACKPAGE&utm_term=bac


どのように 
販売するか

2010年

自律型ビジネスを可能にする転換点は、AIの進化と、AI主導の企業変革がもたらすインパクトに CEO

や取締役会が関心を寄せ始めたことにあります。ただし、CEOや取締役会が AIに高い期待を寄せてい
る状況を、当然のものと考えてはいけません。CEOや取締役会は、より高いリターンと、ビジネス成
長との明確な結び付きを、ますます強く求めるようになっています。経営層が当初は寛容だったため、
企業は文字どおり「ユースケース」を追い求めていました。これらはその性質上、テクノロジの能力を
いかに活用するかに主眼を置いたものでした。こうした取り組みによって多くの学びが得られましたが、
投資収益率 (ROI) はさほど高くはありませんでした。経営幹部は、先進的な AIテクノロジや自動化機
能を生かした自律型ビジネス戦略を策定する必要があります。その際にはまず、「人間の能力の強化」
と「効率的な自律型オペレーション」にバランスよく重点を置かなければなりません。 

自律型ビジネスこそが、AIを収益化する手段である 

 — Ga��ner's Autonomous Business Core Content Team:  
David Akers, Frank Buytendijk, Steve Daughe��y, Nicole Greene, Jorge Lopez,  

Pie��rancesco Manenti, Alistair Newton, Helen Poitevin, Don Scheibenreif, Stephen E. Smith

本 eBookでは、AIの価値を引き出す方法を取り上げ、特に AIへの投資からリターンと価値を得るため
のビジネス戦略に注目します。このビジネス戦略とはつまり、「自律型ビジネス」です。自律型ビジネ
スの本質は、人間と機械の自律性を均衡させることにあります。 

過去数十年にわたり、テクノロジの進化に牽引される形で、ビジネス変革の波が次々と押し寄せてきま
した。その結果、企業の関心は「どのようにオペレーションを行うか」から、「どのように販売するか」、
「何を作り、何を実行するか」、さらには「誰が購入し、作成し、販売するか」へと移ってきました。そ
して、次なる波が「自律型ビジネス」です。この波は既に発生しており、今後 5～ 15年で、その動き
はさらに加速するでしょう (図 1参照 )。 

自律型ビジネスによって AIを収益化する

  �	 図 1：長年にわたってテクノロジの進化がビジネス変革を牽引

出典：Ga��ner
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自律型ビジネスは、組織のオペレーションや価値
創出の方法を変革します。AIによる自律化を先延
ばしにしていると、競合他社に後れを取るリスク
があります。この変化に対応する企業は、勝利へ
の新たな道筋を開拓できます。

デジタル・ビジネスは、「組織が何を行うか」を変えました。自律
型ビジネスは、「組織がどのように行うか」を変えます。

過去 10年にわたり、経営幹部はデジタル・ビジネス・トランスフォー
メーションに力を注ぎ、テクノロジを活用して企業の活動を最適
化してきました。昨今はエージェント型 AIや高度なロボットが登
場し、新たな自律型ビジネスの時代へと大きく転換していく兆候
が見られます。この新しい時代には、組織のアイデンティティや
価値実現の道筋が一変するでしょう。

自律型ビジネス戦略を後押しする 5つの主な要素は、次のとおり
です (図 2参照 )。

• 自律型オペレーション：観察し、判断し、行動する自走プロセス。
例えば、Caterpillarの自律走行型鉱山用トラックや、SpaceXの
自律型ロケットなどが該当する

• 拡張ワークフォース：人間の経験と機械の効率性の組み合わせ。
例えば、Revvityはソフトウェア開発において、LinkedInは顧客
サービスにおいて AIエージェントを使用している

自律型ビジネス 
への準備は 
整っているか
Don Scheibenreif

  �	 図 2：自律型ビジネスの構成要素

出典：Ga��ner

自律型ビジネスとは、自己改善型の適応可能なテクノロジを使
用し、人間と機械の自律性を高めて、意思決定を下し、アクショ
ンを起こし、新しいタイプの価値を創出する戦略です。
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• 自動適応型プロダクト：状況に応じて自ら構成を変更したり、パー
ソナライズしたりするプロダクト。例えば、Teslaや、Googleの
自動運転車プラットフォームであるWaymoなどが該当する 

• マシン・カスタマー：交渉と取引を行う、人間以外の経済主体。
例えば、Pactumの B2B向け AI交渉プラットフォームや、自動
車購入の交渉を行う B2Cプラットフォームの CarEdgeなどが該
当する 

• プログラマブル・エコノミー：新形態の価値交換とトークン化 (ブ
ロックチェーン )。例えば、Bankcowや Lo��yといった資産トー
クン化プラットフォームが該当する

すぐに対処が必要な課題が多数ある中で、経営幹部が自律型ビジ
ネスを優先すべき理由は何でしょうか。その答えは、破壊的変化
の脅威にあります。経営幹部の 10人中 8人は、2030年までに自
律型ビジネスがビジネスの主流になると考えています 1。また CEO

の 76%は、今後 3年間で自社の業界に破壊的変化をもたらす可能
性が最も高いテクノロジとして AIを挙げています 2。ビジネス上
の要求は人間が応えられる能力を超えつつあり、このギャップを
埋める現実的な手段は、AIによって認知能力を拡張すること以外
にありません。 

現在、自律化の計画を策定できていない企業は、既に目標を修正
して自己学習／自己最適化型のシステムを取り入れようとしてい
る競合他社に後れを取るリスクがあります。経営幹部には、この
トレンドが安定するまで傍観している余裕はなく、企業の準備態
勢が完全には整っていなくても、動き始める必要があります。

自動化を超えて、 
人間の役割を見直す

経営幹部は、自律型ビジネスへの移行を主導するために、次の 2

点を明確に理解しておく必要があります。 

自律化とは単なる自動化ではない

「自律化」と「自動化」は同義で用いられる場合も多いですが、実
際には明確に異なる戦略的な道筋を表しています。

• 自動化：人間の介入を最小限に抑え、テクノロジを使用して所定
のタスクを効率的かつ一貫して実行すること。通常、事前に定義
されたルールやパラメータに従って実行される。例外や失敗を管
理するために、人間による監視が求められる

• 自律化：自動化とは対照的に、主体性を備えたシステムを、変化
する環境で独立して行動できるようにすること。自律型システム
は目標適応型であり、人間の介入なしで状況を観察し、意思決定
を下し、行動し、自己修正を行う

人間的な要素：人間の役割は変わるが 

人間が排除されるわけではない

自律型ビジネスとは、従業員が一人もいない完全自動の企業を指
すのではありません。人間が担う仕事の中身が変わる、というこ
とです。例えば、コーディングが自律化された未来では、人間は
顧客のニーズと、それに応えるソフトウェア・ソリューションと
の間のギャップを埋める役割を担います。人間は自らが担う役割
の目的を再考し、それを効果的に果たすために時間配分を見直す
ことが必要になるでしょう。また人間は、機械の自律性を高める
べき領域を慎重に選択し、実行能力と影響力を強化することで、
個人としても集団としても、より多くの成果を上げられるように
なります。

1

現在、自律化の計画を策定できていない企業は、既に目標を修
正して自己学習／自己最適化型のシステムを取り入れようとし
ている競合他社に後れを取るリスクがあります。 

2
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経営幹部の積極的なリーダーシップが必須

自律型ビジネスへの移行は、単なるテクノロジ・プロジェクトでは
なく、戦略、人材、オペレーションにわたって経営幹部の積極的 

なリーダーシップが求められる、部門横断的なビジネス変革です。 

テクノロジ基盤の構築においては CIO (最高情報責任者 ) が極めて
重要な役割を果たしますが、変革そのものは CEO (最高経営責任
者 ) が主導し、経営陣全体がこれを支える必要があります。 

CFO (最高財務責任者 ) は、価値と説明責任に関する戦略的な 

ビジョンの実現を後押しし、CIOや最高サプライチェーン責任者
といった機能領域リーダーは、プロセスを管理する役割を果たし
ます。 

すべての経営幹部が、AIや自律型テクノロジに関する実務知識を
身に付け、チームを導く必要があります。現時点で CEOは、自社
の経営陣の AI精通度が低いと捉えています。例えば、自社の CIO

が AIに十分精通していると見なしている CEOは、わずか 44%に
とどまっています 3。

  �	 アクション
• 自律型ビジネスの目標を設定する：自律型テクノロジが自社のビ
ジネスやオペレーション・モデルをどのように変革するのかを思
い描く 

• デジタル・ビジネスへの投資を生かす：既存のデジタル基盤を活
用して、自律化の施策を立ち上げ、加速させる

• 価値から始める：効率を求めて安易に自動化するのではなく、自
律型ビジネスによって新たな価値が発生する領域を探す。例えば、
自動適応型プロダクトの開発や、マシン・カスタマーの新興市場
でのシェア獲得などが該当する

• ガバナンスを最優先させる：早期にガバナンス・フレームワーク
を確立し、そのフレームワークが状況の変化に確実に適応できる
ようにする。機械の自律性が高まるにつれて、その意思決定を企
業の価値や規制要件と一致させるために、ガードレールが必要に
なる

  �	 注意点
• 「完全自動化」の罠を回避する：人間が主導し、エージェントが
オペレーションを行うモデルを目指す。方向性を定めるのは人間
である

• 企業全体を一気に自律化しようとしない：移行は段階的に進める。
まずは特定の業務で部分的に自律化を行い、従業員や他のステー
クホルダーの信頼が高まったら範囲を拡大していくようにする
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可能性を探ることから始める

経営幹部は自律型ビジネスを、「オン／オフ」を切り替えるような
二者択一で捉えるべきではありません。各駅で乗り降りしながら
進む鉄道路線のように、成熟度に応じて段階的に進めていくもの
と捉える必要があります。まずは、2つの差し迫った優先課題に注
力します。

• 自律型オペレーション：変動の少ないプロセスを特定し、単純な
自動化 (ロボティック・プロセス・オートメーション [RPA]) から、
エージェントによる自律化へと移行する。このステップにより、
すぐに効率が向上し、機械の自律性に対する信頼が高まる

• 拡張ワークフォース：AIを使用して認知能力を拡張し、能力の
ギャップを解消する。AIエージェントを特定のタスクに割り当て
ることで、人間が活動の焦点を絞り直したり、ワークフローを見
直したりできるようになる 

自律型ビジネスの成功評価指標

「無数のユースケースに振り回されて頓挫する」という事態は避け
るべきです。AIの試験運用の数で成功を測定するのではなく、以
下のような具体的な (なおかつ進化し続ける ) 評価指標に基づいて、
施策を評価します。 

  �	 価値と効率性
単純な自動化ではなく自律化を追求することについて、ビジネス
上の正当性を証明するには、以下のような基本的な財務健全性指
標を追跡します。

• 従業員 1人当たりの売上高：組織が AIの導入によって能力の
ギャップを解消するにつれて、この数値は大幅に上昇する 

• 新たな収益源：効率の向上によるコスト削減だけでなく、特に新
たな自律型の収益源 (マシン・カスタマーや自動適応型のプロダ
クトなど ) から生じる収益を追跡する

  �	 オペレーションの自律性
これらの評価指標は、「人間によるオペレーション」から「機械に
よるオペレーション」への移行について測定します。

• 人間とテクノロジの比率：IT支出が運営支出に占める割合と、フ
ルタイム換算 (FTE) の人件費が運営支出に占める割合を測定す
る。この目的は、人件費とテクノロジ・コストがオペレーション
にどのような影響を与え、収益性や運営予算の効率的な活用にど
のように寄与しているか追跡することである 

• 人間の関与の減少：人間の介入が必要な取引や意思決定の割合を
測定する。システムが学習し、意思決定者の信頼を得るにつれて、
手動によるトリガーや検証を減らすことを目指す

• 成果物の単位当たりのコスト：鉱業や製造業といった資産集約型
産業では、自律型オペレーションを 24時間継続させ、エラーを
最小限に抑えることで、単位当たりのコスト (1トン当たりのコス
トなど ) をどの程度削減できたかによって、成功を測定する
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1  Gartnerの 2025年 Autonomous Business Study Survey (自律型ビジネス調査 )：本
調査は、企業における自律型ビジネスの現状を理解するために実施された。回答は、ア
ジア太平洋 (n=90)、欧州 (n=90)、北米 (n=170) を含むさまざまな業界・地域における中
間レベル以上の回答者 350人から、2025年 8～ 9月にオンラインで回収した。本調査
への参加基準として、回答者には次の条件が求められた：自社の AIおよび自動化の取
り組みに関与し、十分に理解していること (すなわち自社において、AIおよび自動化の
取り組みを直接主導しているか、貢献しているか、助言している )。調査対象は、AIエー
ジェント、インテリジェントな自動化、または自律型テクノロジのうち少なくとも 1つ
について、試験運用を行っているか、既に導入済みの組織に限定した。全社年間売上高
が 10億ドル以上 (またはその相当額 )、従業員数が 5,000人以上であると報告している
こと。中間管理職以上の職位であること (備考：調査対象者の 50%以上が、上級管理
職または Cレベル幹部であった )。

2  Gartnerの 2026年 CEO and Senior Business Executive Survey (CEO／上級経営陣向
けサーベイ )：本調査は、現在の経営問題や、テクノロジがビジネスに与える影響に関
して、CEOおよび上級経営陣の見解や視点を調べるために実施された。2025年の 3四
半期にわたって実施された本調査には、469人の現役 CEOおよび上級経営陣が参加し
た  (3～ 4月、5～ 6月、10～ 11月 )。北米 (n=186)、欧州 (n=147)、アジア太平洋 (中国
を除く、n=99)、中南米 (n=22)、中東 (n=11)、南アフリカ (n=4) の CEO (n=330)、CFO 
(n=100)、COOまたはその他の Cレベル幹部 (n=23)、会長、社長、または取締役 (n=16) 
が調査に参加した。組織の規模は、5,000万ドル以上 2億 5,000万ドル未満 (n=43)、
2億 5,000万ドル以上 10億ドル未満 (n=102)、10億ドル以上 100億ドル未満 (n=213)、
100億ドル以上 (n=111) であった。調査結果は、2025年に更新された LLMベースのトピッ
ク・モデリングによって分類した、自由回答を反映している。したがってこの結果は、
以前に発行済みのリサーチと直接比較することはできない。免責文言：本調査の結果は、
包括的な所見や市場全体を表すものではなく、調査に参加した回答者や回答企業の見解
を反映したものである。

3  Gartnerの 2025年 CEO and Senior Business Executive Survey (CEO／上級経営陣向
けサーベイ )：本調査は、現在の経営問題や、テクノロジの課題がビジネスに与える影
響に関して、CEOおよび上級経営陣の見解や視点を調べるために実施された。調査期
間は 2024年 6～ 11月であり、2024～ 2026年の期間に関する質問を行った。調査回
答の 4分の 1は 2024年 6～ 7月に、4分の 3は 2024年 10～ 11月に回収した。本調査
には、合計 456人の現役 CEOおよび上級経営陣が参加した。調査は、オンライン形式 
(421人 ) および電話インタビュー (35人 ) で実施された。調査回答者の役職別の内訳は、
CEO (n=303)、CFO (n=95)、COOまたはその他の Cレベル幹部 (n=39)、会長、社長、
または取締役 (n=19) である。調査回答者の地域別の内訳は、北米 (n=194)、欧州 (n=118)、
アジア太平洋 (n=91)、中南米 (n=35)、中東 (n=15)、南アフリカ (n=2) である。調査回答
者が所属する組織の売上規模別内訳は、5,000万ドル以上 2億 5,000万ドル未満 (n=32)、
2億 5,000万ドル以上 10億ドル未満 (n=122)、10億ドル以上 100億ドル未満 (n=200)、
100億ドル以上 (n=102) である。免責文言：本調査の結果は、包括的な所見や市場全体
を表すものではなく、調査に参加した回答者や回答企業の見解を反映したものである。

  �	 レジリエンスと品質
• 生産品質とエラー率：自律型テクノロジの導入による主な成果と
しては、生産品質全般の向上やエラー率の低減が挙げられる

• 乗り換えの障壁：テクノロジ・ベンダーにとっては、顧客の乗り
換え障壁を上げることが、成功を測る戦略的指標の 1つとなる。
このためには自律型機能を深い部分にまで組み込み、置き換えが
困難になるようにする

  �	 技術パフォーマンス
• 正確性とハルシネーション発生率：企業が AIエージェントの導
入・展開を進める中で、人間による監督を取り除くために信頼を
構築するには、不正確なアウトプットや「ハルシネーション」を
追跡することが重要となる

• トークン利用とレイテンシ：特にエージェント型 AIに関しては、
コンピューティング・コスト (トークン利用 ) と速度 (レイテンシ ) 

を追跡し、自律型ソリューションが拡張性と費用対効果に優れて
いるか評価する必要がある
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